







その他のタイトル Misuzu Kaneko's "Imagination": A Study of









































































































































































「かなりやj は『赤い鳥』創刊第5号（1918（大正 7）年 11月）に掲載され大き














































































































































































































つは、／ なにかしら－Jと、まだもらっていない fお八つj は何かと将来のこ
とを考える。
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